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第１調査面（主に平安前期末の整地層「灰色土層」を基盤とする遺構面）
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15条路（SF665)

（左郭１坊路）

（参考：平安後期以降の14条路）

SK315

SD020SD041・042
（平安）

地山面が露出

畑状遺構
SX645

SB275

畑状遺構
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fig 17 第 236-1次 第 1 1 7 15 7
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第 3 fig 19 6

第 4 fig 2

14条路（平安後期）

東西道路？（平安後期）
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fig 18 第 236-1 次 第 2 1 4
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SE205

SB485

SB040

SB500

SE205

大型建物・北棟
SB480

14条路（平安中期以前）

（参考：平安後期以降の14条路）

SB485

SB040

SB500

SD520
SD520
SF525

SD515

SK545

SD550

SB570（=275SB225)

SD575

SE585

SB595
SE600

SF615

SB420
（168SB250）

15条路

左郭１坊路

20m0

Y-44,760

Y-44,770

Y-44,775

Y-44,750

Y-44,700

Ｘ55,700Y-44,720

Y-44,680

Y-44,740

Ｘ55,720

Y-44,730

Y-44,710

Y-44,690

Y-44,670

Ｘ55,710

Ｘ55,750

Ｘ55,780

Ｘ55740

Ｘ55,760

Ｘ55,790

Ｘ55,770

Ｘ55,730

Ｘ55,850

Ｘ55,800

Ｘ55,820

Ｘ55,840

Ｘ55,810

Ｘ55,830

fig 19 第 236-1 次 第 3 1 7
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（15条路）

（左郭１坊路）

（大型建物・北棟）
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（平安中期以前の14条路）

（平安後期以降の14条路）

fig 2 第 236-1 次 第 4 1 7
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236-1 4 fig 21

236-1 4 出土 fig 24

236-1 4 出土 fig 24

236-1 48 267 7

fig 22 7
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fig 22 236-1 48 267 7 1 1
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236-1 48 出土 fig 24

236-1 48 出土 fig 24

236-1 48 出土 fig 24

236-1 48 出土 fig 24

236-1 48 出土 fig 24

236-1 48 出土 fig 24

236-1 48 出土 fig 24
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236-1 48 出土 fig 24

236-1 485 fig 21

236-1 485 出土

fig 24

236-1 485 出 土

fig 24

236-1 5 fig 23

0 5m

236-1SB500

236-1SB570（275SB225）

30.5m

30.5m

30.3m

570a
225b

225d

225g

225e

225h

225j

225i

225f

225c

225a

570b

570c

570d

30.3m

30.3m

30.5m

B

A

A

B

A′

A′

B′

a

b

c

B′
30.5m

30
.5
m

fig 23 236-1 5 236-1 57 275 225 1 1
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236-1 57 275 225

fig 23

236-1 57 出土 fig 24

236-1 57 出 土

fig 24

0 10cm

236-1SB040h

236-1SB040k

236-1SB480h 柱痕

236-1SB480m

236-1SB480r

236-1SB485a 柱痕

236-1SB570a 236-1SB570a 柱穴

236-1SB595

275SB225h

236-1SB570b 茶色土
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236-1 57 土出土 fig 24

275 225 出土 fig 24

236-1 595 fig 21

236-1 595 出土 fig 24

14 fig 18 19 25

236-1 37

375 236-1 38

236-1 52 236-1 55 575

236-1 515

236-1 525

236-1 615

4

N
S

30.1m

1 3 2 1. 灰茶色土（SB580）
2. 茶灰色土（SD575）
3. 淡灰茶色土（SD550）
4. 暗灰色粘質土
5. 淡明灰色砂質土

5

0 2m

fig 25 第 236-1 次 14 土
1 4
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236-1SD550

236-1SD550 茶灰色土

236-1SD550 灰色粘土

236-1SD575
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236-1SD020(15 条路南側溝） 236-1SD015(15 条路北側溝）
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1 灰色粘質土（黄色土ブロック少量含む、
　茶サビが多い）
2 明灰色粘質土
3 淡灰色土（地山と同じ砂粒がみられる）
4 淡灰色土（地山と同じ砂粒がみられる）

3

1 灰色粘質土に暗茶色土ブロックを多量に含む、
炭、橙色土ブロック少量含む
2 １と同じで、暗茶色土ブロックが少ない
3 明灰色粘質土に暗茶色土ブロック少量含む
　炭、橙色土ブロック少量含む
4 灰色粘質土に黄灰色シルトブロック含む
　暗茶色土ブロック少量含む

fig 3 第 236-1 次 15 土 1 4
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236-1 85 出土 fig 34

236-1 86 出土 fig 34

236-1 163 出土 fig 34
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236-1 342 出土 fig 34

236-1 378 出土 fig 34

236-1 379 出土 fig 34
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236-1 65 fig 32
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255 35 fig 4 9

255 35 出土 fig 41 43

255 35 土出土 fig 41
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3 茶灰色土
4 茶灰色土と明茶色土の互層
5 黄灰色土
6 灰茶色土
7 灰白色粘土
8 灰色粘土（255SD035）
9 淡灰色粘土

1 茶灰色土と淡灰色土の混合層
2 灰茶色粘土（炭、黄灰色土混じり）
3 灰茶色土
4 淡灰色粘質土
5 淡灰色細砂質土と茶灰色土の混合層
6 明灰色砂質土
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N

30.6m

1
4

6

2
5

3

W

土層模式図（K6～9地区付近）

ラインが見えていたが不明瞭
土層模式図（K4～5地区付近）
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255 35 土出土 fig 41

255SD035 灰茶色土

255SD035 灰茶色粘土

255SD035 黄褐色土

255SD035 明灰色土

1

2

3

0 3cm0 10cm
0 10cm

23

20

30

4

9

10

12

13

14

15

11

5

6

7

8

16

17

18

19

24

2625

27

28

29

21

22

4

fig 41 255 35 出土 1 3 23 1 2 3 1 4

3 第 255 次



-73-

255 35 土出土 fig 41
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4 第 257 次
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第 3 fig 47 1
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SD200（XI期前後埋没）

SD165（平安後期埋没）

SD160（～平安後期埋没）

SE210(VIB）

SD155（平安後期埋没）
SD185（9c初前後埋没）

畑状遺構SX380

SD015（平安埋没）

SD002（平安埋没）
SD020（8c後半）
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fig 46 第 257 次 第 2 1 4 9
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fig 47 第 257 次 第 3 1 4 8 9
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257 3 出土

257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5
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257 3 出土 fig 5
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257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5

257 3 出土 fig 5

257 3 5 fig 48
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257 3 5 出土

257 3 5 出土 fig 5

257 3 5 出土 fig 5

257 3 5g 出土 fig 5

15 fig 46 47 51

257 185

257 2

257SD010・015 南北土層① 257SD010・015 南北土層② 257SD160・185 南北土層 

257SD020②257SD020①
257SD020・165 南北土層

1 やや明るい灰色土に茶褐色土混じる
2 茶褐色土と灰色土の混合層
3 やや明るい灰色土

1 灰茶色土（SD165）
2 茶灰色土（やや砂質、SD020）

1 灰茶色粘質土
2 灰色粘土と淡黄緑色土の混合層
3 灰色粘質土
4 灰茶色土と淡黄緑色土との混合層
5 淡黄緑色土（地山に近い）

1 灰色粘質土
2 淡緑灰色土と黄茶色土
  との混合層

1 淡灰色土に白灰色土混じる
2 灰色土（若干砂質）
3 灰色砂
4 灰色土に黄白色土混じる

1 茶灰色土（サビ色）
2 暗灰色粘土に茶灰色土混じる
3 暗灰色粘土
4 暗灰色粘土と灰白色粘土と茶
  色土の混合層

1 灰色粘質土
2 暗灰色粘質土に
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257 1 土出土 fig 52
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257 2 出土 fig 53
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257 275 土出土 fig 54
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257 285 fig 47
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土層模式図

0 1m

30.4m
30.4m

0 50cm

W E
S-428

S-135 灰褐色土

暗灰色粘土

灰茶色砂

曲物のみ 木片除去後 土器除去後

29.5m

29.5m

fig 55 257 175 1 4 1 2

4 第 257 次



-95-

257 175 出土 fig 56 57
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257 175 出土 fig 57
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1 茶灰色粘質土
2 １に灰黄色粘質土がブロック状に混入
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257 235 出土 fig 6
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257 347 出土 fig 6
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257 412 出土 fig 6
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257 5 4 出土 fig 6
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257 718 出土 fig 6
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状 257 38 出土 fig 61
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出土
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5 第 267 次



-110-

0 10m
X55,750

X55,770

X55,780

X55,790

X55,800

X55,810

Y-
44
,7
50

Y-
44
,7
60

Y-
44
,7
10

Y-
44
,7
20

Y-
44
,7
30

Y-
44
,7
40

X55,760

X55,790（14条路）

左郭１坊路

fig 64 第 267 次 第 1 3

5 第 267 次



-111-

14条路

左郭１坊路

大型建物・北棟
267SB700
(=236-1SB480)

大型建物・北棟
267SB700
(=236-1SB480)

SK125（Ⅳ・Ⅴ期）

SE150（Ⅴ期→Ⅶ期）

SE160（Ⅴ･Ⅵ期→Ⅶ期）

SK125（Ⅳ・Ⅴ期）

SE150（Ⅴ期→Ⅶ期）

SE160（Ⅴ･Ⅵ期→Ⅶ期）

0 10m

Y-
44
,7
50

Y-
44
,7
60

Y-
44
,7
10

Y-
44
,7
20

Y-
44
,7
30

Y-
44
,7
40

X55,750

X55,770

X55,780

X55,790

X55,800

X55,810

X55,760

fig 65 第 267 次 出 1 3

5 第 267 次



-112-

2
4

3

0 10cm
5

1

fig 66 第 267 次 出土 1 2

5 第 267 次



-113-

5 第 267 次



-114-

左郭２坊路

左郭２坊路

左郭２坊路左郭２坊路

14条路

236-1SB570
（=275SB225）
236-1SB570
（=275SB225）

275SB385

275SB195

275SE245

275SB195

275SE245

275SE055275SE055

Y-
44
,6
80

X55,760

X55,770

X55,780

X55,790

X55,800

Y-
44
,6
90

Y-
44
,6
60

Y-
44
,6
70

0 10m

fig 67 第 275 次 1 2

6 第 275 次



-115-

6 第 275 次

fig 67 14

f

275SB195

275SB385

g

h

i

d

e

f

g h i j

c b a

j k
m

l

0 5m

n

o

abbcde

k

fig 68 第 275 次 1 1

6 第 275 次



-116-

出 出土

275 195 fig 68 14

275 195 出土 fig 69

275 385 fig 68 14

275 385 出土 fig 69

0 10cm

275SB195

275SB385

1

2

3

fig 69 第 275 次 出土
1 3

6 第 275 次



-117-
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状

1　 　本稿は、井上信正が平成 19 ～ 21 年度文部科学省科学研究費補助金「東アジア諸国における都城及び都城制の比較を通じて
みた日本古代宮都の通時的研究」（基盤研究（B）、研究代表者：山口大学人文学部橋本義則教授）に提出した「大宰府条坊研
究の成果と課題」(2010 年 3 月 )、および井上信正 2012「大宰府条坊の基礎的考察」『年報太宰府学』第５号（太宰府市市史資
料室、註 21 参照）を基礎とし、かつ現状での大宰府条坊研究を総括するため新たに書き起こしたものである。
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2　　大宰府政庁の画期については、『大宰府政庁跡』九州歴史資料館2002年を参照。
3　　鏡山猛1968『大宰府都城の研究』風間書房
4　　『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告書』第2集　福岡県教育委員会　1975年
5　　『大宰府史跡』昭和49年度発掘調査概報　九州歴史資料館　1975年
6　　石松好雄1983「大宰府府庁域考」『大宰府古文化談叢』上巻　九州歴史資料館開館十周年記念論文集、吉川弘文館

状
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7　　沢村仁1983「諸京と大宰府」『大宰府古文化談叢』上巻　九州歴史資料館開館十周年記念論文集、吉川弘文館
8　 　阿部義平1989『官衙』（考古学ライブラリー50）ニューサイエンス社
　　阿部義平1991『日本列島における都城形成－大宰府羅城の復元を中心に－』国立歴史民俗博物館研究報告第36集
9　　岸俊男1983「大宰府と都城制」『大宰府古文化談叢』上巻　九州歴史資料館開館十周年記念論文集、吉川弘文館
10 　未報告。なお概要は『太宰府市史 考古資料編』太宰府市 1992年など収録。
11 　『大宰府史跡-昭和58年度発掘調査概報』九州歴史資料館
12 　『大宰府史跡-昭和59年度発掘調査概報』九州歴史資料館
13 　橫田賢次郎1986『大宰府史跡-昭和60年度発掘調査概報』九州歴史資料館
14 　金田章裕1989「大宰府条坊プランについて」『人文地理』41-5 人文地理学会
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15  　狭川真一1990「大宰府条坊の復原」『条里制研究』第6号 条里制研究会
   　狭川真一1991「古代都市大宰府の検討－墳墓からのアプローチ」『古文化談叢』23号 九州古文化研究会
   　狭川真一1993「大宰府の造営」『古文化談叢』第31集別冊 九州古文化研究会
   　狭川真一1994「大宰府の朱雀大路」『文化財学論集』奈良大学文化財学論集刊行会　他
16  　宮本雅明1998「大宰府の都市」『太宰府市史 建築美術工芸編』太宰府市市史編集委員会
17  　長沼賢海1968『邪馬台と太宰府』太宰府天満宮文化研究所
18  　井上信正1997「大宰府条坊の区割りについて－発掘調査からの試案－」『条里制研究』第13号　条里制研究会

状



-152-

19　　条 178 次は未報告。なお概要は井上 2001 で紹介している（註 20 参照）
20　　井上信正2001「大宰府の街区割りと街区成立についての予察」『条里制・古代都市研究』通巻17号　条里制・古代都市研究会
21　  　井上信正 2008「大宰府条坊について」『都府楼』第 40 号（財）古都大宰府保存協会
　　井上信正 2009「大宰府条坊区画の成立」『考古学ジャーナル』No.588 ニューサイエンス社
　　井上信正 2012「大宰府条坊の基礎的考察」『年報太宰府学』第 5号 太宰府市市史資料室
22　 　中島恒次郎 2008「居住空間史としての大宰府条坊論」『九州と東アジアの考古学』九州大学考古学研究室 50 周年記念論
文集刊行会

23　  　狭川真一 1996「条坊関連遺構の検討」『大宰府条坊跡Ⅸ』太宰府市教育委員会
24　  　このほか最近の条坊に関する論考に、百済王都泗 城下の発掘調査から方郭地割を想定する朴淳発氏の研究を基に、概念的
には泗 城が大宰府都城制の直接的なモデルだったとする説がある（西谷正 2009「大宰府都城制－とくに水城と条坊制の系
譜－」『水城跡』下巻、九州歴史資料館）。ただ、泗 城下の区画遺構の規模は概ね南北約 113 ｍ×東西約 95 ｍ程度の長
方形区画と想定されおり、大宰府条坊の90ｍ方郭地割とは形状に違いがあり、また五部五巷制と条坊制という制度上の相違、
導入時期やその意図など解明が必要である。ただ、泗 城の区画は、南北幅は多少数値のズレがあるものの東西幅は約 95 ｍ
と一定しているようであり、その値が大宰府条坊の 90 ｍに近似する点は気になるところである。かつて大宰府条坊でも南北
に長い地割が想定されたことがあったが（狭川 1990）、泗 城も事例が増えることで実態が明らかになることもあろう。今
後に期待したい。
　　朴淳發「泗 都城研究の現段階」橋本義則編『東アジア都城の比較研究』京都大学学術出版会 2011 年

状
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25　　金田章裕 1989（註 14 参照）
　　倉住靖彦 1990「都市大宰府をめぐる若干の考察」『九州歴史資料館研究論集 15』九州歴史資料館
26　　いずれの調査も未報告。なお概要は井上 1997・2001 で紹介している（註 18・20 参照）。

状
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27　　註 19 参照
28　 　現在のところ、条坊軸線の振れと政庁中軸線の振れ（GN0° 34′ 24″ E）は同じと仮定して計算を行っている。ただ、条
坊施工が第Ⅱ期政庁造営を遡ることを踏まえるとその軸線は異なることが想定されるため、事例増加に伴い検討を加える必
要はある。

29　 　区画溝に関する時期推定は大変難しい作業である。通常、埋土中から出土する最新の遺物を埋没時期の根拠とし、そこか
らあまり遡らない時期を機能時期と考えることが多いが、出土遺物のみの時期推定は十分とはいえない。大宰府条坊跡では、
継続的に土地利用がなされまた遺構面が複数形成されていることから、相対的な時間的前後関係を層序や遺構切合関係から
窺うことができる事例は多いが、こうした中でも出土遺物に関しては新しい遺構から古い遺物のみしか出土しない場合も多々
ある。例えば、現代の撹乱遺構から奈良時代の遺物しか出土しなかった場合、埋土状況や遺構形態から現代遺構と判断され
るわけで、出土遺物が必ずしも時期判断の根拠とはならないのである。こうした現象が想定されるため短絡的に出土遺物だ
けで遺構時期を判断することは実は危険であると考える。
　 　溝に限らず、時期推定に遺構埋土（大宰府条坊においては淡茶色～ピンク色土系（飛鳥～奈良初頭）→灰色土系→黒色土
系（平安後期）の推移が認められる）や、遺構形態（直進性をもつ道路側溝→蛇行溝・連続土坑への推移）を根拠とする方
が妥当な場合があることを経験的に感じる。埋土状況を含め様々な観点から時期の検討ができるような調査と記録が必要で
あろう。
　 　こうした視点に立つと、埋土中に政庁Ⅲ期以降の新しい遺物が含まれる溝の中にも、実際は政庁Ⅱ期以前の開削のものが
少なくないと考える。井上 2001 では、大宰府編年Ｘ期（10 世紀後半～ 11 世紀初め）に埋没時期をおく溝について政庁Ⅱ期
にも利用されたことを認めるべきだとしたが、条坊プランがほぼ確定した現在、これに沿った区画溝は中世以降の埋没を示
していても、まずは条坊区画の継続という視点から検討を加えるべきだろう。

状
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30　 　御笠川以北や鷺田川以南にみられる運河や濠と見なされてきた遺構についても、こうした視点から当初は道路として使用
されていないか、検証は必要と考える。

31　 　大溝は 10 ｍを超える幅を有すると報告されるものもあるが、溝肩はゆるやかで中心部のみ窪んでいる形態も多い。溝脇に
は足跡など通行痕跡がみられるものもあり、溝肩が消耗したことで見かけ上広くなっている、ということはあろう。遺構を
解釈する際、このことは踏まえておく必要がある。

状
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32　 　『神道大系』（神社編四十七宇佐）所収「府中宇佐町」。
33　 　『大日本古文書』所収「観世音寺文書」
34　 　ここに記される「寺大門」については、鏡山 1968 は西大門（東大門の誤記か？）、金田 1989・宮本 1998 は南大門とし、
それぞれ条坊案の根拠としている。

状
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35　 　北面築地に関する九州歴史資料館の見解は、以下に報告されている。
　 　史 70 次は『大宰府史跡昭和 56 年度発掘調査概報』、史 120 次は『大宰府史跡平成元年度発掘調査概報』があり、これら
をまとめて『観世音寺－伽藍編－』2005 年、『観世音寺－寺域編－』2006 年、『観世音寺－考察編－』2007 年が刊行され、
かつて礎石が出土したことを根拠に、北面築地を史 120 次調査区南半部に推定されている。ただ「伽藍編」の「Fig26 調査区
配置図」では、本稿が述べるように史 70 次を寺域北辺として図示されるなど、混乱もある。

36　 　『平安遺文』1-194、『太宰府市史 古代資料編』太宰府市史編集委員会 平成 15 年

状
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37　 　小鹿野亮 2008「大宰府羅城門とその周辺」『都府楼』第 40 号（財）古都大宰府保存協会
38　 　郭南の条里や古代道に関しては、小鹿野亮氏が詳しく検討している。
　 　小鹿野亮 2010「筑紫野市立明寺を中心とした古地形図の作成と検討」『立明寺地区遺跡－ C地点第１次発掘調査』筑紫野
市文化財調査報告書第 100 集 筑紫野市教育委員会
　 　小鹿野亮 2013「筑紫野市峠山遺跡を中心とした古地形図の作成と古代道の検討」『峠山遺跡第３次発掘調査』筑紫野市文
化財調査報告書第 107 集 筑紫野市教育委員会

状
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39　 　条 122・222 次での 12条路推定ライン上では、政庁Ⅰ期新段階頃には東西溝が設けられたようだが、その後の政庁Ⅱ～Ⅲ期
においてここが大区画として機能した明確な痕跡はない。周辺でも当該期の遺構・遺物はほとんど確認されない状況にある。

40　 　現在「苅萱関」石碑が建てられている地点は、江戸時代の『西都旧跡十二景』（福岡市博物館蔵）や『筑前名勝画譜』（国
立公文書館蔵）が関屋の鳥居付近を描いていることと比べるとかなり西側に離れている。石碑の位置が誤っていることは、
太宰府町文化指導員の藤田敏彦氏が指摘していた（太宰府市民図書館所蔵の『わがまち散策～太宰府への招待』第１巻（太
宰府市、1990 年）に藤田氏のメモが残る）。近年、藤田氏の指摘どおり関屋鳥居西側の恵比須祠付近だったことを示す写真
も見つかり、元来の伝承地が判明した。まさにここは右郭８坊路推定ライン付近であり、注目される。

41　 　『新古今和歌集』1698 番
　　　　　刈萱の関守にのみ見えつるは人もゆるさぬ道辺なりけり　菅贈太政大臣（菅原道真）
42　 　蔵司地区の南に東西築地が２条検出されているが、この間が 4条路推定位置である。両築地間は 12 ～ 13 ｍほどあり、条
坊内では朱雀大路に次ぐ道路幅を持つとみられる。

43　 　井上信正「（大宰府条坊跡第 217 次調査）小結」『大宰府条坊跡 40』（太宰府市の文化財第 107 集　平成 21 年）参照。
なお、条坊北東の太宰府天満宮周辺の地割については、南北方向の地割が北東へ大きく振れているため斜行地割とも呼ばれ
ているが（山村信榮2005「大宰府」『季刊考古学』93号 雄山閣）、天満宮門前の参道（東西道路）を含む東西方向の地割は、
やはり 4条路を起点とする１町間隔の地割と合致するようである。つまり天満宮周辺に限った特殊な地割ではなく、一連の
条里地割とみるべきだろう。

状
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44　 　『上宮聖徳法王帝説』裏書に、筑紫大宰帥蘇我日向が孝徳天皇の病気平癒を祈願してたてた寺ということ、後に定額寺と
なったことを記す。これを奈良の般若寺とする説もあるが、小田富士雄氏は元の般若寺は大宰府条坊南の塔原廃寺と想定、
条坊造営とともに左郭に移されたこと、その後再び旧地近くへ移建し、武蔵寺となったとする（『塔原廃寺』福岡県文化財
調査報告書第 35 集 1967 年）。

45　 　出土瓦等から、観世音寺・般若寺とも奈良時代に所在していたことが知られる。なお、杉塚廃寺（条坊南西部）も条坊内
寺院と想定されてきたが、左郭範囲が 8坊となると条坊外となる。つまり、奈良時代の大宰府条坊内寺院は天皇に関わる伝
承をもつ観世音寺と般若寺だけである。

状
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46　 　これまで報告書が刊行されたものに、条 51・55・156・157・158・217・224・233・234・244・248・252 次等があるが、
遺構から奈良～平安中期の状況を推察することは難しい。遺物も奈良後期～末以降のものが散見される程度である。

47　 　狭川真一 2005 は、奈良時代の都市の広がりを紹介した上で、「天下之一都会」（註 92 参照）の実態は「意外と御笠川周
辺と朱雀大路周辺だけだったかも知れない」と述べている。確かに、左右郭各 12 坊と捉えると「意外」に狭く見えようが、
氏が示した都市の広がりは左右郭 8坊の範囲によく合致するようである。
　狭川真一 2005「第三節 大宰府の条坊」『太宰府市史 通史編Ⅰ』太宰府市史編集委員会
48　 　筆者は平成 22 年 2月に『宇佐大鏡』原本を実見する機会を得、この部分が「在郭七条二防」と記すことを確認した。神道
体系本が「七條」とするのは誤りであり、本稿では「七条」とした。

49　 　「在郭七条二防」について、鏡山氏は『観世音寺文書』が左郭 12 坊を記すことや、遺存する地名・祠等の検討から、「左
郭 7条 12 坊」と推定している。このことは既述のように遺構からも検証されている。

状
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50　　『平安遺文』1-194、『太宰府市史 古代資料編』太宰府市史編集委員会 平成 15 年
51　　『平安遺文』3-938
52　 　史 77 次（『大宰府史跡　昭和 56 年度発掘調査概報』九州歴史資料館　昭和 57 年 3月）他参照。この境界は、鏡山案では
左郭 4坊路とするが、井上案では左郭 5坊路で合致する。

53　 　条数 22 条については検討材料が少ないため課題として残る。平城京でも南辺に関わる諸問題があり、大宰府においてはま
だ羅城遺構の有無さえわかっていない。今後に委ねたい。

状
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54　 　左郭 4条 8坊のほぼ中央を調査した史 117 次では、北東－南西に走行する大溝が検出されている。ただ、こうした遺構を
もとにした面積解釈の手がかりはなかなか得られない。（『大宰府史跡　平成元年度発掘調査概報』九州歴史資料館平成 2
年 3月）

55　　鏡山猛 1968、金田章裕 1989 でも、道路部２段、宅地８段との推測はなされている。
56　　稲田孝司 1973「古代宮都における地割の性格」『考古学研究』第 19 巻第 4号
57　 　狭川真一 2005（註 47 参照）でも、朱雀大路の施工状況から、奈良時代の大宰府条坊における道路設計は平城京建設時の
思想が持ち込まれたと推測している。
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58　　『続日本紀』和銅 6年 2月壬子条ほか
59　　横田賢次郎 1983「大宰府政庁の変遷について」『大宰府古文化談叢』吉川弘文館
　　鬼塚久美子 1992「8 世紀大宰府の計画地割について」『人文地理』44-2
60　　狭川真一 1996（註 23 参照）
61　　『観世音寺 - 考察編 -』九州歴史資料館 2007 年

状
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62　　狭川真一 1998『大宰府条坊跡Ⅹ－推定大宰府朱雀大路周辺の調査』太宰府市第 37 集　太宰府市教育委員会
63　 　小鹿野亮 2003「朱雀大路関連遺構の位置関係と政庁中軸線の振れ」『大宰府条坊跡－第 200 次発掘調査－』筑紫野市教育
委員会

状
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64　 　礎石の正確な出土地点ははっきりしないが、昭和 23 年の古地形図から算出すると、政庁南門と旧御笠川との距離は約 260
ｍ前後である（『大宰府条坊跡Ⅴ』太宰府市の文化財第 13 集　1989 年参照）。

65　 　『大弐高遠集』194 番　　幸ひの橋
　　　　頼もしき　名にもあるかな　道行かば、まづ幸ひの橋を渡らむ　

状
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66　 　『西都旧蹟十二景』福岡市博物館所蔵
67　 　松川博一 2008「菅原道真と大宰府」図録『特別展　国宝天神さま』九州国立博物館
68　 　狭川真一 1990（註 15 参照）では、神幸式大祭の際の天満宮と榎社を結ぶルートが、大宰府条坊の地割を踏襲すると指摘
している。

69　 　山村信榮『遺跡だより第 49 号－榎社を掘る』太宰府市教育委員会　平成 14 年 2月
70　 　井上信正 2008「榎社周辺の遺跡」図録『特別展　国宝天神さま』九州国立博物館

状
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71　 　この小丘陵は般若寺に続く丘陵で、菅原道真の子・隈麿の墓との伝承地（左郭 12 条 2坊）などある。推定客館跡の北側隣
接地でもある。

72　　井 上信正「大宰府周辺の大型建物について」第 162 回九州古文化研究会発表資料　2012 年 4 月
　 　なお大宰府の「館」と想定されるのがもう一つある。『源氏物語』玉鬘には、観世音寺前面の「大弐の御館」を記している。
物語であるためどこまで実態を反映しているかはわからないが、紫式部の夫・藤原宣孝は、正歴 3･4 年（992･993）ごろ筑前
国守として赴任しており、彼の情報が反映されている可能性もあろう。対象となる観世音寺前面の４条路南側一帯の全容は
詳らかでないものの、条 149次では鳥（鳳凰？）を描いた画像塼（鳥文塼）など特殊な遺物もみられる（『大宰府条坊跡Ⅻ』
太宰府市の文化財第 43 集　1999 年）。「大弐館」との関係が注目される。

73　 　狭川真一 1998（註 62 参照）

8

状
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74　 　『万葉集』巻 6-961　帥大伴卿の、次田の温泉に宿りて鶴が音を聞きて作る一首
 　湯の原に 鳴く葦鶴は わがごとく 妹の恋ふれや 時わかず鳴く
75　 　原口古墳は全長約80ｍ、後円部径56ｍ、高さ10ｍ。前方部は撥型に開き、幅約26ｍ、高さは後円部より5.5ｍ低い（『筑
紫野市史上巻』1999 年 筑紫野市）。太宰府地域では数少ない前方後円墳で、かつこの一帯では最古・最大のものである。な
おこれは古墳ではあるが、円丘状のものが南郊に存在すること自体都城にとって意味深ではある。ただ現時点ではこれが古
代大宰府とって何かしらの意味を持つものかどうかは不明である。

76　 　道真が高山に登り天道に無実を訴申することは、『北野天神縁起』５巻にみえるが、そこを天拝山とするのは宗祇が記し
た『筑紫道記』が最古のようである（文明年間（1469-1486））。この天拝山伝承は後から付け加えられたものかもしれない
が、都城南郊での郊祀を彷彿させるような伝承である。事実は不明ながらも、そうした伝承が大宰府にあることは興味深い。

77　 　これらの古道の位置等については、小鹿野亮氏の検討が詳しい（註 38 参照）。
78　 　『万葉集』巻 4-576　筑後守葛井連大成が悲嘆しびて作る歌一首
 　今よりは　城山道は　寂しけむ　我が通はむと　思ひしものを
79　　城内には「車路」の地名が残り、木下良氏も東北門と南門（水門）を繋ぐ道を指すとされる（註 38 参照）。
80　 　西安の郊外にある乾陵は、粟田眞人（後に大宰帥赴任）を遣唐執節使とする 702 年遣唐使に関わった則天武后（武則天）
とその夫である第３代皇帝・高宗の合葬陵である。広大な陵墓は当時の都城の姿を模したものと捉えられているが、ここで
は乳闕と呼ばれる二つの峰（門闕）の間を南北道が通り抜け、さらに南進する姿を見ることができる。

81　司馬遷『史記』秦始皇本紀 39
　 　三十五年，除道，道九原抵雲陽，塹山堙谷，直通之。於是始皇以為咸陽人多，先王之宮廷小，吾聞周文王都豐，武王都鎬，
豐鎬之閒，帝王之都也。乃營作朝宮渭南上林苑中。先作前殿阿房，東西五百歩，南北五十丈，上可以坐萬人，下可以建五丈旗。
周馳為閣道，自殿下直抵南山。表南山之顛以為闕。

状
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82　　黄暁芬 2006「漢長安城建設における南北の中軸ラインとその象徴性」『史学雑誌』115 編 11 号
83　　洛陽の両城については、管見及ばず子午道の存在は定かではない。
84　 　平城京で同様の要素が認められるかどうかだが、朱雀大路から南に延びる子午道は下ツ道で問題ないが、南山・門闕につ
いては、下ツ道が行き着く奈良盆地南（葦原峠付近）で擬えることができるかどうかはよくわからない。ただその途中、大
和三山の畝傍山と耳成山の間を下ツ道が通り抜ける景観は、北から見ると門闕的あるいは子午谷的な要素を含んでいるよう
に思われる。

85　 　水城・大野城・基肄城、また関連する小水城群とその間を結ぶ自然地形をとりこんだ姿を、鏡山猛1968は「大宰府都城」「羅
城」と呼び、阿部義平 1991 では「大宰府羅城」と呼称した。ここでいう羅城の遺構を自然地形部分で確認した事例は現時点
ではないが、その存在を推定した上で説明されることも少なくない。ここで問題とするのは、この領域の全周を巡る羅城遺構
が確認されていない中、政庁Ⅱ期大宰府・大宰府条坊と点在する天智朝創建の城とを併せて「大宰府都城」と呼んでいいのか、
という点である。とくに基肄城は、大宰府との関連を示す史資料の多い水城・大野城に比べ、その関わりが十分解明されて
はいないことは問題ではあったが、本稿で述べるように中国都城思想に基づき大宰府都城を捉えたとき初めて、政庁Ⅱ期の
基肄城も大宰府都城に包摂される、といえるのではなかろうか。
　　このように大宰府都城の範囲を捉えたとき、注目したい点がある。
　 　一つは、この内部のみ正方位の地割（条坊・条里）が展開していることである。それは範囲外とは明らかに異なっており、
政庁Ⅱ期における大宰府都城の範囲を明示する景観要素となっていたと考えられる。
　 　もう一つは、この大宰府都城外郭に位置する門である。現在、水城西門・水城東門・大野城の宇美口城門・基肄城の南門（水
門）の４つの門が知られているが、これらは全て「岩垣」を伴う門である。大野城・基肄城・水城西門は石垣が残っており、
水城東門についても、平安時代の境迎の場とみられる中、大宰大弐藤原高遠の赴任時（1004 年）の和歌に「岩垣の水城」と
あることから判断される。
　　『大弐高遠集』182 番　府に入る日、水城の関に、少弐府官など迎へに集まり来たり
　　　　岩垣の 水城の関に むれ迎ふ うちの心も 知らぬもろ人
　 　遺存する石垣遺構をみるといずれも壮大な威容を誇っており、都城外郭を飾るに相応しい。またこれらの門を通る道は、
いずれも大宰府の主な場所とつながる重要な道である。水城の東西門を通る官道、基肄城（南門・東北門）と朱雀大路につ
いては既述のとおりであり、大野城についても、政庁から坂本口城門への道が「大道」と呼ばれたことが『大宰府旧蹟全図北』
（文化 3年頃）に記されている。この坂本口城門を北進すると宇美口城門に至ることは明らかで、政庁から大野城を経て北
に出る重要道だったと窺える。
　　このように政庁Ⅱ期には、大宰府とそれを囲む外郭城とが有機的に繋がり、大宰府都城を形成したと想定される。

状
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86　 　『日本書紀』持統天皇 3年（689）9月庚辰朔乙丑条
　　「遣直広参石上朝臣麻呂・直広肆石川朝臣蟲名等於筑紫、給送位記。且監新城。」 
87　 　政庁Ⅰ期新段階の大宰府条坊について、井上信正 2001・2008・2009 では藤原京における宮域が条坊中央であるならば第
Ⅰ期政庁も条坊中央にあった可能性があるとして、条坊右郭中央の通古賀地区に第Ⅰ期政庁が置かれたことを推察する。今
後の考古学的な新知見が待たれるところである。

大野城（四王院）大野城（四王院）

水城水城

大宰府大宰府

三宅廃寺三宅廃寺

水城東門ルート水城東門ルート

（肥後・薩摩へ）（肥後・薩摩へ）

山陽道山陽道

田河道田河道

水城西門ルート水城西門ルート

（阿志岐山城）（阿志岐山城）

小郡
官衙遺跡
小郡
官衙遺跡

養父郡家養父郡家

早良郡家早良郡家

武蔵寺武蔵寺

小水城小水城

牛頸窯跡群
（須恵器生産）
牛頸窯跡群
（須恵器生産）

竈門山寺竈門山寺

安楽寺安楽寺

蘆城駅家蘆城駅家

下髙橋
官衙遺跡
下髙橋
官衙遺跡

井上廃寺井上廃寺

基肄城基肄城

（高良山神籠石）（高良山神籠石）

筑後国府筑後国府

（帯隈山神籠石）（帯隈山神籠石）

肥前国府肥前国府

海の中道遺跡
　（主厨司関連）
海の中道遺跡
　（主厨司関連）

鴻臚館
（筑紫館）
鴻臚館
（筑紫館）

博多
遺跡群
博多
遺跡群

宝満山

博多湾

志賀島

御
笠
川

那

珂
川

川
見
室

筑後川

宝
満
川

天拝山
牛頸山

脊振山

城
の
山
道

城
の
山
道

国府国府

寺･郡家ほか寺･郡家ほか

駅家駅家

官道官道

道（推定）道（推定）

状
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88　 　『日本書紀』天智天皇４年（665）秋八月条、天智天皇 10 年（671）春正月辛亥条　参照
89　 　ただ、陪都としての機能を歴史事象から抽出することはできない。天武期以降、大宰府で都城整備が維持された理由は陪都・
天皇親政拠点というよりむしろ、外交に関わった側面を重視すべきであろう。

90　 　亀田輝一郎 2005「筑紫大宰」『太宰府市史　通史編Ⅰ』太宰府市市史編集委員会
91　 　『類従国史』巻 173　災異 7　火
　　　　「元正天皇養老五年七月庚午。大宰府城門災。」

状
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92　 　『続日本紀』神護景雲 3年（769）10 月甲辰条。大宰府自ら「人物殷繁、天下之一都会也」と述べる。
93　 　第Ⅰ期新段階の政庁が第Ⅱ期政庁の下層で検出される政庁Ⅰ期新段階の遺構群とする推定もあるが、もしそうなら、粟田
真人は、遣唐使派遣以前の持統天皇 3年（689）時点ですでに、条坊域の北の中央に中枢施設（政庁）を置くような都城造営
に関わっていたことになる。これは考えにくいのではないか。

94　　『続日本紀』和銅 2年（709）2月戊子朔条
95　　『続日本紀』和銅 2年（709）6月乙巳条。
　 　なお「益城」賜姓については、宗形部堅牛と肥後国益城郡との関連を想定する説もある。（瓜生秀文2001「古代の御笠」『筑
紫野市史 資料編』筑紫野市）

状
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96　　『類聚三代格』( 巻 17) 所収慶雲 3年 2月 16 日格
　 　「勅。凡百姓身役十日以上免庸、廿日以上庸調倶免。役臼錐多、不得過冊日。其役廿日乃給公糠。即筑紫之役十九日。即
廿日以上、皆同上文。若応役匠丁者、国司預点定匠丁、以十丁為一火給廊一丁。上役之日、乃給公根、還国之時、当酬功直。
其一番役日錐多、不得過五十日。」

97　　鎌田元一 2001「平城遷都と慶雲三年格」『律令公民制の研究』塙書房
98　 　平城宮瓦や政庁Ⅱ期大宰府の鴻臚館式瓦の文様構成が、唐大明宮出土の瓦塼類に類似する点もその影響と思われる。また
大宰府の鬼瓦（Ⅰ式）についても、唐・新羅といった国際色を備えることが指摘されている。たしかに鬼瓦自体の系譜を新
羅系とみることに異論はないが、筆者は、あの立体的な怒面は唐代の獅子がモチーフだったとみている。唐代の獅子像の類
例は多く、乾陵（高宗・則天武后合葬陵、註 80 参照）の陵山をめぐる門の脇に立つ石獅子像を実見した際、全体の印象だけ
でなく目や眉間の表現など細部に大宰府鬼瓦Ⅰ式と共通した要素を窺うことができた。大宰府における唐文化受容の一つと
して大宰府式鬼瓦の獅子面は捉えられよう。これも粟田眞人を介して成立したことが想定される。

99　 　これが都城整備の一例と認められるなら、天武天皇12年（683）12月庚午条の複都制の詔はここにも影響していたといえよう。

状
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大宰府条坊跡 現地説明会資料  2011.12.24 

大宰府条坊内の客館（８～9 世紀）   太宰府市教育委員会 

 
 

はじめに 

 場
そうし じょう

跡 （ 宰府市朱雀 ・ ）は、大宰府政庁跡から約 m にあり、政

庁からの る古代の ト ート朱雀
す く

大路
お お じ

のす 東 に広がる です。 

 宰府市では、平 の跡 の市道 、平 の 道 設、また平

からは の 発計画に って、
まいぞう

文化
ん か い

発掘調査を行ってきました。 

 ここから古代大宰府についての多くの が られています。 な が多かった古代

都市「大宰府条 坊
じょう う

」の区画が されるとともに、 代の「大 建物 」、
し ら

の「
さ

波
は

理
り

」 、
ろうえき

の の「
もっかん

」、平安 代の大宰府の官 の 「
はく ょくたい

」

の
ょく

など、これまで ・ 説 ・市の広 を通じて してきました。 

 これらを通してわかってきたのは、 代、ここがかなり特殊な場所ということです。

政庁の建物に する大 建物、通 の 所や では考えられない希少 の数 。 

 ここが だったのか。見つかったものを 合して考え、大宰府と く わりのある古代

の都との 、東 多 城
た が じ ょ う

城 の 遺構との などをとおして、外国使節
し せ つ

を安置した

「客館 1」の可能 が 上しました。 

 

２ 遺跡の  

（ ）大宰府の  

 古 より、大 から わった人・ ・文化は、 の に大きな影響を えるとと

もに、 の文化・ の中に しています。大 ・ に い 部 は、その

としての を っていましたが、古代においては「大宰府」がその でした。 

 、大宰府は、中央 の のような 所でした。 道
さいかいどう

国 2 を
かんかつ

し、

に似た と 収 を っていました。 の 外交面も っており、その

官には、 、あるいは の 3 の 官より

上 の （
く ょう

）が されました。 

 この大宰府の 大の特 といえ 、 の 外的

な 能をもっていたことです。 

 
   

な  
と に 饗讌

きょうえん

は、 と大宰府 けが つ

です。 に 都合があって外国使節を入京させな

い（させられない）場合、 から使 が て大宰

府で外国使節を え、儀礼・饗 を行いました。つまり、都に上らない外国使節は、大宰

（大宰府の 官）や の使 、大宰府の街の 、そこでの を通して を ージ

し、 国することになります。これはたい ん 大な といえます。 
 福岡市の鴻臚館跡もその つ。な 鴻臚館 は平安時代に使 れた用 。 

 西 道 国：筑 、筑 、 、 、 、 、 、 、大 の 国と、 、 な 。 

 ：中 、式 、 、 、 、 、大 、 内 。 

引用：（ ）奈良 所『なら平城京 』を
 98
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鴻臚館（筑紫館）から伸びる官道（水城西門ルート）

大宰府条坊と西鉄操車場跡の位置（矢印は鴻臚館からの道） 

大宰府政庁跡
水城跡 

大宰府条坊跡

（２）外国使節を迎えるための広域整備 

博多湾岸の鴻臚館
こ う ろ か ん

跡（福岡市）は外国使節を

受け入れた客館跡で、一般にはここで「饗 讌
きょうえん

」

が行われたと考えられています。ただ、ここに

外国使節が逗 留
とうりゅう

したことは間違いありません

が、外交の舞台はやはり大宰府（政庁）だと考

える説があります。 

これまでの発掘調査では、大宰府の政庁が、

都の宮殿のような建物配置をしていたこと、政

庁前面には、都（平城京・平安京等）と同じく

中央大路（朱雀大路）や街区（条坊）が設けら

れたことが判ってきました。さらには鴻臚館

（筑 紫 館
つくしのむろつみ

）から大宰府に向かう道路（官
かん

道
どう

）も見つか

り、朱雀大路（中央大路）を通って大宰府政庁に向か

ったことも判りました。こうしたルート整備は、難波
なにわ

 

鴻臚館（大阪湾岸）と都の間でも行われています。 

つまり、都と同じように広域に道路網が整備され、

都のような街区が設けられたことから、その中心の 

大宰府政庁が、外交・饗讌
きょうえん

の舞台と考えられます。 

さて、都（平城京・平安京）の場合、外国使節は 

街区（条坊）の中央部に設けられた客館・鴻臚館に

安置（宿泊）され、ここから宮殿に上り儀礼・饗讌

を受けたことが知られています。 

 こうしてみると西鉄操車場跡はまさに条坊内の

客館・鴻臚館の位置にあります。これを念頭におく

と、この場所で特殊な遺構・希少な遺物が見つかる

理由も自ずと理解できます。 

よって、この場所は外国使節を安置・供給した客

館跡と考えられます。このことは大宰府外交の舞台が大宰府政庁ということを示すととも

に、大宰府の都市整備が、古代の都城制（東アジア文化圏における、中国の都城の影響を受けた都

市設計）に通じていたことを示す上でも、画期的な発見といえます。 

 
（３）西鉄操車場跡地の遺跡・出土品 

ここでは、大宰府政庁域の建物に似た大型でしかも格式の高い構造をもつ建物２棟が見

つかりました。それぞれ約 29.5×8.8m（100×30 尺）、23.8×8.8m（80×30 尺）の広い床面積

をもち、大人数を収容可能です。都でも条坊域ではほとんど例のない規模の建物です。 

（引用：『史跡鴻臚館跡』福岡市教委） 

奈良時代の
  筑紫館 

平城京客館の位置（推定） 平安京鴻臚館の位置 
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さらには、この一帯から、
さ は り

（

食器）、 器、奈良
さんさい

な 、 大
しょうそういん

ほうもつ

に られる う が ま

とまって していることが明らかとなり

ました。 は、 ・ ・
さじ

な

あり、食 がそ っていたことがわ

かります。中には に められた 物

と く じ と ったものもあります。 

これらの が主に 土した大型建物の

～ 西では、建物や が 中していま

した。おそらくこの一 は、 食・ な

を行うための施設が まっていたと考え

られます。ここからは、 にも
もっかん

（ を いた ）な も見 かっています。 

 

高い な施設の 、高級食器から想定される施設利用 の 、都にお る客

館（鴻臚館） 置との比較から すると、ここが 国 の （ ）・ （ ）

のた の客館の 能 は て いといえます。 

なお、都 内に設 られた客館の 事 は、東アジアでも とん 知られていま

ん。 にたい ん 重で重要な遺跡です。 

 （ ）
跡の
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客館と れる  
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 ４ 

に れている の と と か ました。 （ れ に する ）の と られます。 

（  国 館） （ ）

の は、 は の が た す。 
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大 （ 大 ） いの  との （ は ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 、 ） （ ～、 都府）

大宰府（ ）  （ ）  

鴻臚館 
 ・ 。遺  

 ・大 の に 。

客館 
 ・ 。 （ ）～。

 ・ 条 坊の遺 に した 

  の 。 

・大  

・大 の に 。 
・大  

・ ・   

国 館（ ）

国 館（ ） 

大  

南
北
大
路 

（ （ 都 の ）

（ 「大宰府条坊の 」 大宰府 宰府 ） （ ・大宰府と 都の都 館 ）

（ の都 館 、 ）

国 館（ ）
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大 の と大 の （大宰府（ ）・ （ ））（ は ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（ ） 

大宰府条坊の大  

の大 （２ ） 
 ・ （ ） い れ  

 ・ （ し）  し 

 ・ い れ （ ）

  ・ （ ） 、  

  ・ （ し） い れ 、 に２  

  ・ （ ）、 （ ）
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（４）見つかった遺跡と、国内の客館（鴻臚館）の動向 

 ここの大型建物が建築されたのは８世紀第２四半期頃、確認された高級食器群の年代観

は 8 世紀～９世紀前半、この一帯が畑になってしまうのが９世紀中～後半です。このため、

ここが「大宰府客館」として機能したのは８世紀第２四半期～９世紀前半と考えられます。 

 これと、国内の客館の動向を比較してみると、その推移と関連がうかがえます。 

① その始まり、８世紀第２四半期には、客館を造るための役所「造客館司」が天平 4 年（732）

に設置されています。おそらく、ここ大宰府客館の設置にも関わったと想像されます。 

② その後、奈良時代には新羅使・唐使（唐客）の大宰府来訪が度々あり、ここの利用が

想定されます。なお平安時代はじめの８３０年代には、遣唐使が平安京の鴻臚館や大宰府

の「府館」「客館」を利用した記事があります。こうした館を遣唐使も利用したことがわか

る記事ですが、この「府館」「客館」は、まさにこの施設を指している可能性があります。 

③ 平安京の東鴻臚館は承和６年（839）に廃止されます。これは、新羅使が８世紀以降来

朝しなくなり渤
ぼっ

海
かい

使のみとなったため、東西に置かれた鴻臚館の一方を廃止したものです。

大宰府でもこの場所は、直後の９世紀中～後半には畑の畝溝とみられる溝が広がり、以前

の土地利用から変わったことが明らかとなっています。朱雀大路東側に置かれたこの客館

の廃止も、都の動向に沿ったものとも考えられます。なお９世紀中頃から、博多湾岸に置

かれた「筑紫館」は「鴻臚館」と呼ばれるようになり、盛んに外国商人と交易（貿易）が

行われました。対外関係の主体は、沿岸部での鴻臚館貿易に移ったと考えられます。 

 このように見ていくと、大宰府条坊内の客館は、都におかれた客館・鴻臚館と期を一に

していることがうかがえます。古代日本・東アジアの外交を知る上で、重要な遺跡です。 
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